
浜
坂
南
小
学
校

七
釜
の
肯
州
和
尚
は
、

養
子
に
迎
え
た
子
が
病
死
し
た
こ
と
に
よ
り
、

衆
生
の
幸
福
を
願
い

地
蔵
菩
薩
の
建
立
を
志
し
た
。

し
か
し
病
に
罹
り

そ
の
夢
は
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
和
尚
の
心
情
を
察
し
た

大
地
主
で
も
あ
る
丸
毛
家
の
主
人
に
よ
っ
て
、

文
政
五
年
七
月
、
地
蔵
尊
が
建
立
さ
れ
た
。

そ
の
後
こ
の
地
の

温
泉
宿
に
泊
ま
っ
た
女
性
が

「
子
供
が
授
り
ま
す
よ
う
に
」
と
願
う
と
、

し
ば
ら
く
し
て
子
が
授
か
っ
た
こ
と
か
ら

「
子
さ
ず
か
り
地
蔵
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

鮮
や
か
な
水
色
の
体
と

長
い
く
ち
ば
し
が
特
徴
。

青
い
宝
石
と
も
呼
ば
れ
る

旅
人
が

古
い
わ
ら
じ
を
脱
い
で

こ
の
木
に
吊
り
下
げ

又
無
事
に
旅
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
に

願
っ
た
と
云
わ
れ
る

タ
チ
ヤ
ナ
ギ

マ
ッ
チ
の
軸
や
図
板
な
ど
に

利
用
さ
れ
る

木
は
道
具
の
持
ち
手
に
花
は
天
ぷ
ら
に
。

以
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
活
用
法
が
あ
る

泉　　 質／ナトリウムカルシウム硫酸塩高
湯   の   色／無色（天候により着色することがあります）
源泉温度 ／50 度
効　   能／リウマチ性疾患・痛風および尿酸素質・
  創傷・高血圧症・動脈硬化症 他

古
人
の
語
る
を
聞
け
ば
藻
汐
焼
く

七
つ
の
釜
の
む
か
し
あ
り
き
と

七
釜
（
し
ち
か
ま
）
の
地
名
の
由

来
は
大
き
く
は
「
塩
釜
説
」
と
「
古

墳
説
」
が
あ
る
。

塩
釜
説
は
、
昔
、
入
り
江
に
な
っ

て
い
た
こ
の
地
の
海
岸
で
塩
を
た

い
た
釜
が
七
つ
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
一
方
、
古
墳
説
は
点
々
と
存

在
す
る
墳
墓
が
釜
の
よ
う
に
見
え

た
か
ら
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
水
の
湧
く
所
を
カ
マ
（
釜
）

と
か
ツ
ボ
（
壺
）
と
呼
ぶ
所
か
ら

温
泉
の
湧
出
に
よ
り
カ
マ
の
連
想

が
働
い
た
と
考
え
る
湧
水
地
説
も

あ
る
。
ど
の
説
に
し
て
も
、
吉
数

の
「
七
」
を
取
り
入
れ
た
所
に
、

先
人
た
ち
の
思
い
の
程
が
う
か
が

え
る
。

〈 

七
釜
温
泉 

〉

〈 

栃
谷
七
釜
温
泉
口 

〉

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

水
路
が
あ
る
七
釜
集
落

至  R9

至  湯村温泉

至  浜坂

新温泉
浜坂 IC

山
陰
近
畿
自
動
車
道   

豊
岡
・
余
部
方
面
へ

高地でないのに珍しいんだって

清
ら
か
な
流
れ
を
好
む
植
物
で

夏
に
白
い
花
を
咲
か
せ
る

ゆ
ー
ら
く
館
か
ら

徒
歩
で
約
二
十
分

七釜天然温泉の内容

ゆ
ー
ら
く
館
か
ら

徒
歩
で
約
十
分

ア
シ
や
ヨ
シ
の
中
に

巣
を
作
る

オ
ス
は
美
し
い
緑
色
で
、

目
の
周
り
に

赤
い
肉
垂
が
あ
る
。

飛
ぶ
の
は
苦
手
だ
が
、

走
る
の
は
速
く

「
ケ
ー
ン
」
と

大
声
で
鳴
く

ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
た
身
と

上
品
な
旨
み
が
特
徴
の

「
冬
の
味
覚
の
王
者
」

全国名湯

百選

安
楽
荘 

あ
さ
ひ
荘

七
釜
荘

道　

の　

駅 

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

浜
坂
の
郷

あ
か
ね
荘栄

幸
荘

旅
館
と
き
わ

福
寿
荘

清
水
や

奥
澤
旅
館

大
田
荘

こ
う
屋
旅
館

ゆ
ー
ら
く
館

源
泉
か
け
流
し
日
帰
り
温
泉
施
設

三
百
年
つ
ば
き

七
釜
地
名
伝
説

斎
の
神

赤
い
川

六
地
蔵

一
服
の
木

山
宮
神
社

お
か
げ
地
蔵

バ
イ
カ
モ
群
生
地

た
か
ま
き
城
跡

玉
田
禅
寺
の
庭

玉
田
寺

子
さ
ず
か
り
地
蔵

浜
坂
七
釜
温
泉
病
院

ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
自
生
地

菖 

蒲

段 

川

岸
田
川

田
君
川

田
君
橋

七
釜
橋

オ
オ
ヨ
シ
キ
リ

カ
ワ
セ
ミ

松
葉
か
に

キ
ジ

あ
た
ご
さ
ん

火
の
神

七釜温泉ぶらり絵図
しちか ま お ん せ ん

の ん び り 歩 い て 健 康 に
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♨ ♨ ♨ ♨
♨ ♨ ♨ ♨
♨ ♨ ♨ ♨田園風景に囲まれた

静かな宿。

源泉かけ流し。自然の恵み、
海の幸、山の幸でおもてなし。
四季の山々に囲まれながら
「ふるさと」を感じる。1日3組
限定のお宿です。

おばちゃんが一人で頑張っ
てます。お仕事で来られる方
歓迎です。お風呂は24時間
入れますので是非温泉に入
りに来て下さい。

先代の母が、この温泉に惚れ
込んで小さな宿を始めました。
温泉、カニ、米、海の幸、山の
幸、とっても美味しいですよ。お
帰り下さい。お待ち致しており
ます。

温泉は評判が良く人気があ
ります。米は自家製、野菜は
地元のもの。魚、カニは浜坂
漁港のものを使っております。

浜坂漁港で水揚げされた
海の幸。冬は蟹、春と秋の
浜坂地えび「4種の食べくら
べ」。多彩な調理で満足間
違い無しです。

昔ながらの古いお宿（民宿）
ですが、秘湯といわれる温泉
と地元浜坂漁港で水揚げさ
れたとびきり新鮮な海の幸・山
の幸をご用意してお待ちして
おります。

四季折々の旬の食材と、源
泉かけ流しのお湯が味わえ
る、かにソムリエのお宿。

心よりお待ちして
おります。

源泉かけ流しの温泉で閑
静なお宿でございます。
おふくろの味をベースに旬の
食材でおもてなし致しており
ます。

静かな山間に佇む、主人の顔
が見える温泉宿。四季折々、
獲れたての海の幸をふんだん
に使った海鮮創作料理と源
泉かけ流しのお湯が一番の魅
力です。

し ち か ま お ん せ ん

七釜温泉の
お宿ご案内

七釜
の温泉

は全て源泉かけ流し

日帰り温泉施設“ゆ～らく館”もございます。

心地よい風と木々の香りに
つつまれたのどかな田園の
中、七釜の地名の由来とも
なった大釜の露天風呂で、
贅沢な源泉かけ流しの湯を
ご堪能下さい。

新温泉町 まち歩き案内所「松籟庵」TEL.0796‒80‒1126
FAX.0796‒80‒1166　 〈 http://www.machiaruki.org 〉〒669‒6702  兵庫県美方郡新温泉町浜坂2351‒1　営業時間／9：30～17：30（休館日／水曜日）

しょう　 ら  い　あ  ん

内 湯 旅 館

源泉かけ流しの湯 小さなお宿

源泉かけ流し日帰り温泉施設と き わ

あかね荘 栄 幸 荘安 楽 荘あ さ ひ 荘

七 釜 荘

清 水 や

こ う 屋 旅 館大 田 荘

福 寿 荘

奥 澤 旅 館

ゆ～らく館

■お問い合わせ／ TEL.0796-82-4361

■お問い合わせ／ TEL.0796-82-3693 ■お問い合わせ／ TEL.0796-82-4444■お問い合わせ／ TEL.0796-82-1195■お問い合わせ／ TEL.0796-82-2498

■お問い合わせ／ TEL.0796-82-2458

■お問い合わせ／ TEL.0796-82-1781

■お問い合わせ／ TEL.0796-82-3570■お問い合わせ／ TEL.0796-82-2480

■お問い合わせ／ TEL.0796-82-2478

■お問い合わせ／ TEL.0796-82-1580

■お問い合わせ／ TEL.０７９６-８３-１５２６
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